９．コンプレッサーの事故例
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	コンプレッサー本体
	スチームタービン
	スチームタービン
	電気系統

	事
故
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	運転中に３段中２段目のカウンターウエイトがはずれクランクケースが破損した。※カウンターウエイトの重量150kg
	Ａ号機不調のためＢ号機に切替え，５分後にトリップした。再起動を試みるもリセットができず再度トリップした。
	スチームタービンガバナのシャフト部より異音を発生したため運転停止した。
	計器室内のランニングランプが点灯したので現場に急行したところ，コンプレッサーが自動的に回転していた。

	原
因
	カウンターウエイトの締めつけボルトがゆるみ，ボルトに繰り返し荷重がかかり，切断したものと考えられる。ゆるみの原因は不明
	スチームタービンガバナの不良
	ウオームホイールの磨耗のためである
	スタンドスイッチの不良

（スタンド内「入」マイクロスイッチ作動レバーの押さえビスのゆるみにより，ズレが生じて「入」マイクロスイッチを作動させた）

	処
置
と
対
策
	１．分解検査

２．クランクシャフト，カウンターウエイトの取替
	ガバナの分解補修
	ウオームホイールバックラッシュの調整（研磨加工）
	スタンドスイッチを「切」の状態とし，コンビネーションスターターを「切」操作して停止させた。
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	コンプレッサー補機
	コンプレッサー本体
	コンプレッサー補機
	

	事
故
の
内
容
	ターニング装置のピニオンクラッチ部焼付きによりリングが曲った。
	吐出流量の低下および２．３段吐出温度が上昇（３℃，７℃）し，現場点検するとバルブの異音大であるため停止した。
	ルブオイル油圧の低下によりコンプレッサーがトリップし，緊急運転停止をした。
	

	原
因
	原因不明
	１．ロードバルブの故障

２．吸引側スプリング折損

３．吸引側ガスケットは損
	ルブオイルポンプのベアリング異常により回転数低下と同時にルブ圧力が低下したが，高圧側自起動スイッチ作動不良により電動ポンプ予備の自起動が遅れたためである。
	

	処
置
と
対
策
	ターニング装置の不良箇所を取外して運転する。
	バルブの寿命は平均して4,000～5,000時間であるが，本バルブは約680時間であった。スプリング材質をステンレス系に変更した。
	１．ポンプ修理

２．自起動スイッチの修理および低圧側自起動設定を変更した。
	

	備
考
	クラッチの受け部はノンルブタイプで，テフロンにて受けるタイプである。開放の結果スラスト側にはテフロン座が施行されてなく，設計または施工時のミスと考えられる。
	
	
	


